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ip multicast-routing
IPマルチキャストルーティングをイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで ipmulticast-routingコマンドを使用します。IPマルチキャストルーティングをディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ip multicast-routing [vrf vrf-name ]
no ip multicast-routing [vrf vrf-name ]

構文の説明 （任意）vrf-name引数に指定されたマルチキャスト VPNルーティングおよび
転送（MVRF）インスタンスのための IPマルチキャストルーティングを有効
にします。

vrf vrf-name

コマンドデフォルト IPマルチキャストルーティングはディセーブルになっています。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）。

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEDenali 16.3.2

使用上のガイドライン IPマルチキャストルーティングがディセーブルになっている場合、Cisco IOSソフトウェアは
どのマルチキャストパケットも転送しません。

IPマルチキャストの場合は、IPマルチキャストルーティングを有効にした後に、PIMをすべて
のインターフェイスに設定する必要があります。IPマルチキャストルーティングを無効にして
も PIMは削除されません。PIMは、インターフェイスの設定から明示的に削除する必要があ
ります。

（注）

例 次に、IPマルチキャストルーティングをイネーブルにする例を示します。

Switch(config)# ip multicast-routing

次に、特定の VRFの IPマルチキャストルーティングを有効にする例を示します。

Switch(config)#
ip multicast-routing vrf vrf1

次に、IPマルチキャストルーティングをディセーブルにする例を示します。

Switch(config)#
no ip multicast-routing

次に、Cisco IOS XEリリース 3.3Sで特定の VRFのMDSを有効にする例を示します。
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Switch(config)#
ip multicast-routing vrf vrf1

関連コマンド 説明コマン

ド

インターフェイスに対してPIMをイネーブルにします。ip pim
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ip multicast mrinfo-filter
マルチキャストルータ情報（mrinfo）要求パケットをフィルタ処理するには、グローバルコン
フィギュレーションモードで ip multicast mrinfo-filterコマンドを使用します。mrinfo要求の
フィルタを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

ip multicast [vrf vrf-name ] mrinfo-filter access-list
no ip multicast [vrf vrf-name ] mrinfo-filter

構文の説明 （任意）マルチキャストVPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサ
ポートします。

vrf

（任意）VRFに割り当てられた名前。vrf-name

どのネットワークまたはホストが mrinfoコマンドを使用して、ローカルマルチ
キャストデバイスをクエリできるかを判別する IP標準の番号付けまたは名前付け
されたアクセスリスト。

access-list

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEDenali 16.3.2

使用上のガイドライン ip multicast mrinfo-filterコマンドは、指定されたアクセスリストによって拒否されたすべての
送信元からの mrinfo要求パケットをフィルタ処理します。つまり、アクセスリストが送信元
を拒否すると、その送信元の mrinfo要求は除外されます。ACLによって許可された送信元か
らの mrinfo要求は処理が許可されます。

例 次に、ネットワーク 192.168.1.1のすべてのホストからのmrinfo要求パケットをフィル
タ処理し、その他のホストからの要求は許可する例を示します。

ip multicast mrinfo-filter 51
access-list 51 deny 192.168.1.1
access list 51 permit any

関連コマンド DescriptionCommand

ピアリングしている隣接するマルチキャストデバイスについて、マルチキャスト

デバイスにクエリします。

mrinfo
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mdt data
データマルチキャスト配信ツリー（MDT）プールで使用されるアドレス範囲を指定するには、
VRFコンフィギュレーションモードまたは VRFアドレスファミリコンフィギュレーション
モードでmdt dataコマンドを使用します。この機能を無効にするには、このコマンドの no形
式を使用します。

mdt data threshold kb/s
no mdt data threshold kb/s

構文の説明 （任意）帯域幅しきい値をキロビット/秒（kb/s）単位で定義します。範囲は
1～ 4294967です。

threshold kb/s

コマンドデフォルト データMDTプールは設定されていません。

コマンドモード VRFアドレスファミリコンフィギュレーション（config-vrf-af）

VRFコンフィギュレーション（config-vrf）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEDenali 16.3.2

使用上のガイドライン データMDTには、MVPNごとに最大 256のマルチキャストグループを含めることができま
す。データMDTの作成に使用されるマルチキャストグループは、設定済み IPアドレスのプー
ルからダイナミックに選択されます。

データMDTプールで使用されるアドレス範囲を指定するには、mdt dataコマンドを使用しま
す。しきい値は、kb/s単位で指定されます。オプションの listキーワードと access-list引数を
使用して、データMDTプールで使用する (S, G) MVPNエントリを定義できます。これによっ
て、データMDTプールの作成は、access-list引数に指定されたアクセスリストで定義された特
定の (S, G) MVPNエントリにさらに限定されます。

mdt dataコマンドには、ip vrfグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用してアクセ
スできます。また、mdtdataコマンドには、vrf definitionグローバルコンフィギュレーション
コマンドに続けて address-family ipv4 VRFコンフィギュレーションコマンドを使用すること
でもアクセスできます。

例 次に、MDTデータプールのグループアドレスの範囲を設定する例を示します。500
kb/sのしきい値が設定されています。つまり、マルチキャストストリームが 1 kb/sを
超えると、データMDTが作成されます。

ip vrf vrf1
rd 1000:1
route-target export 10:27
route-target import 10:27
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mdt default 236.1.1.1
mdt data 228.0.0.0 0.0.0.127 threshold 500 list 101
!
.
.
.
!
ip pim ssm default
ip pim vrf vrf1 accept-rp auto-rp
!

関連コマンド 説明コマンド

VPNVRFのデフォルトのMDTグループを設定します。mdt default
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mdt default
バーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティングおよび転送（VRF）のデフォル
トのマルチキャスト配信ツリー（MDT）グループを設定するには、VRFコンフィギュレーショ
ンまたは VRFアドレスファミリコンフィギュレーションモードで mdt defaultコマンドを使
用します。この機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

mdt defaultgroup-address
no mdt defaultgroup-address

構文の説明 デフォルトMDTグループの IPアドレス同じグループアドレスで設定される
プロバイダーエッジ（PE）デバイスはグループのメンバになるため、このア
ドレスはコミュニティの IDとして機能し、これによってプロバイダーエッジ
ルータ間で相互にパケットを送受信できるようになります。

group-address

コマンドデフォルト このコマンドはディセーブルです。

コマンドモード VRFアドレスファミリコンフィギュレーション（config-vrf-af）VRFコンフィギュレーション
（config-vrf）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEDenali 16.3.2

使用上のガイドライン デフォルトMDTグループは、同じ VPNに属するすべての PEデバイスに設定された同じグ
ループである必要があります。

Source Specific Multicast（SSM;送信元特定マルチキャスト）がデフォルトMDTのプロトコル
として使用されている場合、送信元 IPアドレスは、Border Gateway Protocol（BGP）セッショ
ンの送信元に使用されるアドレスです。

このコマンドによって、トンネルインターフェイスが作成されます。デフォルトでは、トンネ

ルヘッダーの宛先アドレスは、 group-address引数です。

mdt defaultコマンドには、ip vrfグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用してア
クセスできます。また、mdtdefaultコマンドには、vrf definitionグローバルコンフィギュレー
ションコマンドに続けて address-family ipv4 VRFコンフィギュレーションコマンドを使用す
ることでもアクセスできます。

例 次に、Protocol IndependentMulticast（PIM）SSMをバックボーンに設定する例を示しま
す。そのため、デフォルトグループとデータMDTグループは、IPアドレスの SSM範
囲内に設定されています。VPNの内部では、PIMスパースモード（PIM-SM）が設定
され、Auto-RPアナウンスのみが受け入れられます。

ip vrf vrf1
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rd 1000:1
mdt default 236.1.1.1
mdt data 228.0.0.0 0.0.0.127 threshold 50
mdt data threshold 50
route-target export 1000:1
route-target import 1000:1
!
!

関連コマンド 説明コマンド

データMDTグループ用にマルチキャストグループのアドレス範囲を設定します。mdt data
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mdt log-reuse
データマルチキャスト配信ツリー（MDT）の再利用の記録を有効にするには、VRFコンフィ
ギュレーションモードまたは VRFアドレスファミリコンフィギュレーションモードで mdt
log-reuseコマンドを使用します。この機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用
します。

mdt log-reuse
no mdt log-reuse

構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト このコマンドはディセーブルです。

コマンドモード VRFアドレスファミリコンフィギュレーション（config-vrf-af）VRFコンフィギュレーション
（config-vrf）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEDenali 16.3.2

使用上のガイドライン mdt log-reuseコマンドは、データMDTが再利用されるたびに Syslogメッセージを生成しま
す。

mdt log-reuseコマンドには、ip vrfグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用してア
クセスできます。また、mdt log-reuseコマンドには、vrf definitionグローバルコンフィギュ
レーションコマンドに続けて address-family ipv4 VRFコンフィギュレーションコマンドを使
用することでもアクセスできます。

例 次に、MDTの再利用のログを有効にする例を示します。

mdt log-reuse

関連コマンド 説明コマンド

データMDTグループ用にマルチキャストグループのアドレス範囲を設定しま
す。

mdt data

VPN VRFのデフォルトのMDTグループを設定します。mdt default
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show ip pim mdt bgp
マルチキャスト配信ツリー（MDT）のデフォルトグループのルート識別子（RD）の Border
GatewayProtocol（BGP）アドバタイズメントに関する詳細を表示するには、ユーザEXECモー
ドまたは特権 EXECモードで show ip pim mdt bgpコマンドを使用します。

show ip pim [vrf vrf-name ] mdt bgp

構文の説明 （任意）vrf-name引数に指定されたマルチキャストバーチャルプライベート
ネットワーク（MVPN）ルーティングおよび転送（MVRF）インスタンスに関
連付けられたMDTデフォルトグループの RDの BGPアドバタイズメントに
関する情報を表示します。

vrf vrf-name

コマンドモード ユーザ EXEC、特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEDenali 16.3.2

使用上のガイドライン MDTデフォルトグループの RDの詳細な BGPアドバタイズメントを表示するには、このコマ
ンドを使用します。

例 次に、 show ip pim mdt bgpコマンドの出力例を示します。

Device# show ip pim mdt bgp
MDT-default group 232.2.1.4
rid:10.1.1.1 next_hop:10.1.1.1

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 1 : show ip pim mdt bgpのフィールドの説明

説明フィールド

このルータにアドバタイズされたMDTデフォルトグループ。MDT-default group

アドバタイズしたルータの BGPルータ ID。rid:10.1.1.1

アドバタイズメントに含まれていたBGPネクストホップアドレス。next_hop:10.1.1.1
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show ip pim mdt history
再利用されているデータマルチキャスト配信ツリー（MDT）グループの履歴に関する情報を表
示するには、特権 EXECモードで show ip pim mdt historyコマンドを使用します。

show ip pim vrf vrf-name mdt history interval minutes

構文の説明 vrf-name引数に指定されたマルチキャスト VPN（MVPN）ルーティングお
よび転送（MVRF）インスタンス用に再利用されているデータMDTグルー
プの履歴を表示します。

vrf vrf-name

再利用されているデータMDTグループの履歴について情報を表示する間
隔（分単位）を指定します。範囲は 1～ 71512分（7週間）です。

interval minutes

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEDenali 16.3.2

使用上のガイドライン show ip pim mdt historyコマンドの出力には、intervalキーワードと minutes引数で指定された
間隔の再利用されたMDTデータグループの履歴が表示されます。間隔は過去から現在まで、
つまり、minutes引数に指定された時間からコマンドが実行された時間までです。

例 次に、show ip pim mdt historyコマンドの出力例を示します。

Device# show ip pim vrf vrf1 mdt history interval 20
MDT-data send history for VRF - vrf1 for the past 20 minutes

MDT-data group Number of reuse
10.9.9.8 3
10.9.9.9 2

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 2 : show ip pim mdt historyのフィールドの説明

説明フィールド

情報が表示されているMDTデータグループ。MDT-data
group

このグループで再利用されたデータMDTの数。Number of reuse
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show ip pim mdt receive
プロバイダーエッジ（PE）ルータから受信したデータマルチキャスト配信ツリー（MDT）グ
ループマッピングを表示するには、特権 EXECモードで show ip pim mdt receiveコマンドを使
用します。

show ip pim vrf vrf-name mdt receive [detail]

構文の説明 vrf-name引数に指定されたマルチキャスト VPN（MVPN）ルーティングおよ
び転送（MVRF）インスタンスのデータMDTマッピングを表示します。

vrf vrf-name

（任意）受信されたデータMDTアドバタイズメントの詳細な説明を表示し
ます。

detail

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEDenali 16.3.2

使用上のガイドライン ルータがデフォルトのMDTからデータMDTに切り替えるときには、VRF送信元、グループ
ペア、およびトラフィックが送信されるグローバルマルチキャストアドレスをアドバタイズ

します。リモートルータがこのデータを受信する場合は、このグローバルアドレスマルチキャ

ストグループに加入します。

例 次に、さらに情報を取得するためにdetailキーワードを使用した show ippimmdt receive
コマンドの出力例を示します。

Device# show ip pim vrf vpn8 mdt receive detail
Joined MDT-data groups for VRF:vpn8
group:172.16.8.0 source:10.0.0.100 ref_count:13
(10.101.8.10, 225.1.8.1), 1d13h/00:03:28/00:02:26, OIF count:1, flags:TY
(10.102.8.10, 225.1.8.1), 1d13h/00:03:28/00:02:27, OIF count:1, flags:TY

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 3 : show ip pim mdt receiveのフィールドの説明

説明フィールド

データMDTを作成したグループgroup:172.16.8.0

データMDTを作成した VRF送信元source:10.0.0.100

このデータMDTを再利用している (S, G)ペアの数ref_count:13

このマルチキャストデータを転送しているインターフェイスの数OIF count:1
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説明フィールド

エントリに関する情報です。

• A：候補となるMulticast Source Discovery Protocol（MSDP）アドバタイ
ズメント

• B：双方向グループ

• D：デンス

• C：接続済み

• F：登録フラグ

• I：受信した送信元固有のホストレポート

• J：最短パス送信元ツリー（SPT）の結合

• L：ローカル

• M：MSDPが作成したエントリ

• P：プルーニング済み

• R：RPビットが設定済み

• S：スパース

• s：Source Specific Multicast（SSM）グループ

• T：SPTビットセット

• X：プロキシ結合タイマーの実行中

• U：URL Rendezvous Directory（URD）

• Y：結合されたMDTデータグループ

• y：MDTデータグループに送信中

• Z：マルチキャストトンネル

flags:
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show ip pim mdt send
使用中のデータマルチキャスト配信ツリー（MDT）グループを表示するには、特権EXECモー
ドで show ip pim mdt sendコマンドを使用します。

show ip pim vrf vrf-name mdt send

構文の説明 vrf-name引数に指定されたマルチキャストVPN（MVPN）ルーティングおよび
転送（MVRF）インスタンスによって使用されているデータMDTグループを
表示します。

vrf vrf-name

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEDenali 16.3.2

使用上のガイドライン 指定されたMVRFによって使用されているデータMDTグループを表示するには、このコマン
ドを使用します。

例 次に、show ip pim mdt sendコマンドの出力例を示します。

Device# show ip pim vrf vpn8 mdt send
MDT-data send list for VRF:vpn8
(source, group) MDT-data group ref_count
(10.100.8.10, 225.1.8.1) 232.2.8.0 1
(10.100.8.10, 225.1.8.2) 232.2.8.1 1
(10.100.8.10, 225.1.8.3) 232.2.8.2 1
(10.100.8.10, 225.1.8.4) 232.2.8.3 1
(10.100.8.10, 225.1.8.5) 232.2.8.4 1
(10.100.8.10, 225.1.8.6) 232.2.8.5 1
(10.100.8.10, 225.1.8.7) 232.2.8.6 1
(10.100.8.10, 225.1.8.8) 232.2.8.7 1
(10.100.8.10, 225.1.8.9) 232.2.8.8 1
(10.100.8.10, 225.1.8.10) 232.2.8.9 1

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 4 : show ip pim mdt sendのフィールドの説明

説明フィールド

このルータがデータMDTに切り替えた送信元とグループのアドレスsource, group

これらのデータMDTが送信されるマルチキャストアドレスMDT-data
group

このデータMDTを再利用している (S, G)ペアの数ref_count
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